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【表１】平成１３年度登別市普通会計バランスシート（平成１４年３月３１日現在） （単位：万円）

貸　　　　　方借　　　　　方

増　　減平成１２年度平成１３年度増　　減平成１２年度平成１３年度

１０億３，９４８３１８億５，２３６３２８億９，１８４【負債の部】９億８，８９８６２０億７，４７８６３０億６，３７６【資産の部】

１０億３，６９０２６７億６，６７０２７８億　３６０１.　市債
９億２，０８７５６２億２，５９３５７１億４，６８０１.　公共資産

２億９，７８９４２億９，３６１４５億９，１５０①　総務費

３億８，６８１２０億１，００５２３億９，６８６①　総務費△　１億１，０１１２６億２，２７３２５億１，２６２②　民生費

１億２，５４７１４億７，９８７１６億　５３４②　民生費△　３億８，４９７９４億３，９８７９０億５，４９０③　衛生費

△　１億５，７７６７８億２，０１７７６億６，２４１③　衛生費△　　　　２７０５億３，２８５５億３，０１５④　労働費

△　　　　１７０４，２８０４，１１０④　労働費２，６５５５億８，４３９６億１，０９４⑤　農林水産業費

０１億　６３０１億　６３０⑤　農林水産業費２，３４６１７億６，７２４１７億９，０７０⑥　商工費

△　　　　３８９２，５４８２，１５９⑥　商工費４億５，６４７２４４億３，９０７２４８億９，５５４⑦　土木費

２億　５５０１１６億３，６９１１１８億４，２４１⑦　土木費１，９４５６億３，４０６６億５，３５１⑧　消防費

４，２２５３億９，９８２４億４，２０７⑧　消防費５億９，６１４１１８億７，５８３１２４億７，１９７⑨　教育費

１億６，５２５３２億３，８０３３４億　３２８⑨　教育費△　　　　１２９３，６２７３，４９８⑩　その他

２億７，４９７７２７２億８，２２４⑩　その他６，８７２８２億５，５２４８３億２，３９６　　（うち土地分）

３億８，７３３１５億５，０８７１９億３，８２０　うち次年度償還
　予定額

８億５，２１５４７９億７，０６９４８８億２，２８４　　公共資産（土地以外）

３６億１，２４３８６０億９，００１８９７億　２４４　取得価格

１１億３，２６６１１６億３，６６６１２７億６，９３２　うち普通交付税
　算入額

△　２７億６，０２８△３８１億１，９３２△４０８億７，９６０　減価償却累計

△　　　４，８９２３１億４，９８５３１億　　９３２.　投資等

２５７５０億８，５６７５０億８，８２４２.　退職給与引当金
△　　　　８００１億５，６０４１億４，８０４①　投資及び出資金

１億７，１１８３億６，１４４５億３，２６２②　貸付金

△　　　５，０４９３０２億２，２４１３０１億７，１９２【正味財産の部】

△　２億１，２１０２６億３，２３７２４億２，０２７③　基金

△　２億１，２３１２１億５，９３９１９億４，７０８ア　特定目的基金

△　１億６，４９５１１億９，９６６１０億３，４７１うち退職手当積立金

△　　　５，０４９３０２億２，２４１３０１億７，１９２１.　公共資産形成財源

１０５６，５８１６，６８６うち備荒資金組合納付金

２１４億７，２９８４億７，３１９イ　土地開発基金

１億１，７０３２６億９，９００２８億１，６０３３.　流動資産

△　１億２，０７７１８１億　５１７１７９億８，４４０①　一般財源等

　
　

１億４，５２９１８億３，７４４１９億８，２７３①　現金・預金

３，０５３５億　９１３５億３，９６６ア　財政調整基金

△　　　７，６１１５億６，４６５４億８，８５４イ　減債基金

４，６７５１１１億９，９２９１１２億４，６０４②　国庫支出金

△　　　　９７０７億１，７４８７億　７７８ウ　歳計現金

２億　　５７４，６１８２億４，６７５エ　備荒資金組合超過納付金

△　　　２，８２６８億６，１５６８億３，３３０②　未収金

２，３５４９億１，７９５９億４，１４９③　道支出金

△　　　４，９４８８億２，１０８７億７，１６０ア　地方税

４２８１億２，９０４１億３，３３２イ　その他

１，６９４△　　　８，８５６△　　　７，１６２ウ　不納欠損見込額

債務負担行為に関する情報　　　　　　　　　 　（単位：万円）

増　　減平成１２年度平成１３年度

△　　２，００５６，８９２４，８８７①　物件の購入など

△　３億４，９７６４６億３，２７６４２億８，３００②　債務保証及び損失補償

△　　３，９５２４億７，２７９４億３，３２７③　利子補給などに係るもの

※各項目で四捨五入を行っているため、合計と一致しないことがあり
　ます。

■国（総務省）のルールに沿って作成しましたが、次のような条
　件や留意点があります。
　①積み上げた基礎数値は、昭和44年度以降（各々の基準日まで
　　の決算統計データによるもので、昭和43年度以前の事業費は
　　含まれていません。
　②建物などの評価額は、取得当時の建設費を基準とし、国で示
　　した耐用年数に基づいて減価償却を行いました。土地につい
　　ては、取得した当時のままの価格で評価してあります。
　③他の団体（国・道など）に支出した負担金などにより公共資
　　産が形成された場合については、本表には計上していません。
　　（例：農道整備など、道が主体となって行った事業に係る市
　　　の負担金）
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